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１ 沿 革

昭和58年 3月18日 鳥取県衛生環境部内に食肉衛生検査所開設準備委員会設置

昭和58年 6月 2日 ㈱鳥取県食肉センタ－と鳥取県が土地売買契約締結

取得用地 鳥取県西伯郡名和町大字小竹字笹尾1291番地1のうち、1,483.53㎡

昭和58年 7月 食肉衛生検査所建設工事着工

昭和58年12月 2日 ㈱鳥取県食肉センタ－「と畜場」許可（鳥取県指令受衛第25第1号）

昭和58年12月 5日 ㈱鳥取県食肉センタ－試験操業開始

米子保健所管轄のため、と畜検査は米子保健所検査員を主体に、県内と畜検

査員の応援を求めと畜検査開始

昭和58年12月13日 鳥取県行政組織規則の一部改正公布 59年１月１日施行

食肉衛生検査所職員定数８名 59年１月１日付人事異動発令

（技術吏員７名、事務吏員１名） 非常勤職員（事務）１名

昭和58年12月22日 食肉衛生検査所庁舎完成 鉄筋コンクリ－ト平屋建633.45㎡

昭和59年 2月 1日 食肉衛生検査所竣工式

昭和60年 3月31日 ㈱日清ハム付属と畜場廃止

昭和60年 5月 1日 米子保健所と畜検査員２名に食肉衛生検査所兼務発令

昭和60年 8月31日 米子市営と畜場廃止

昭和61年 4月 1日 食肉衛生検査所２名増員（本務発令）により職員定数10名（技術吏員９名）

昭和61年 5月 1日 食肉衛生検査所１名増員により職員定数11名（技術吏員10名）

平成 3年11月30日 中部食肉センタ－と畜場廃止

平成 8年 3月31日 鳥取市営と畜場廃止

平成10年 4月 1日 食肉衛生検査所１名減員により職員定数10名（技術吏員９名）

（財）鳥取県食鳥肉衛生協会事務所が食肉衛生検査所庁舎内に移転

平成12年 4月 1日 鳥取県食肉衛生検査所条例（鳥取県条例第16号）制定、同日施行

平成13年10月15日 ＢＳＥ検査対応で食肉衛生検査所２名増員（技術吏員）

平成13年10月18日 ＢＳＥ検査開始（平成13年9月10日、千葉県で国内最初のＢＳＥ確認される）

平成14年 7月 1日 食肉衛生検査所１名増員（技術吏員）

平成16年 1月31日 食肉衛生検査所２０周年記念祝賀会

平成20年 4月 1日 食肉衛生検査所１名減員（職員定数１３）事務次長を廃止し技術次長を配置

平成23年 8月11日 と畜された牛枝肉の放射性セシウム全頭検査を開始

平成24年 7月31日 と畜された牛枝肉の放射性セシウム全頭検査を終了

平成25年 4月 1日 食肉衛生検査所１名増員（技術吏員、職員定数１４）

平成25年 7月 1日 ＢＳＥ検査の対象牛を全頭から月齢４８ヶ月超に変更

平成26年 4月 1日 食肉衛生検査所１名減員（技術吏員、職員定数１３）
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２ 組織及び職員の状況

（１）組織（平成２８．４．１現在）
管理検査担当

生活環境部 くらしの安心局 くらしの安心推進課 食肉衛生検査所
試験検査担当

（２）職員の状況（平成２８．４．１現在）

区 分 所 長 次 長 課長補佐 係 長 衛生技師 非常勤職員等 計

技術吏員 １ １ ２ ２ ７ ２
*

１５

事務吏員 １ １

計 １ １ ２ ２ ７ ３ １６

＊：非常勤技術吏員は２人役に３人を配置

３ 職員配置
（平成２８.４.１現在）

職 名 所 掌 事 務

所 長 総 括

次 長 事務の総括

課 長 補 佐
管 (１ 名） 管理検査担当総括、と畜検査、ＢＳＥ検査
理
検 係 長
査 (１ 名）
担 と畜検査（食品衛生監視員）、ＢＳＥ検査
当 衛 生 技 師

(３ 名）

課 長 補 佐 試験検査担当総括、と畜検査、ＢＳＥ検査
試 (１ 名）
験
検 係 長 と畜検査、ＢＳＥ検査
査 (１ 名）
担
当 衛 生 技 師 と畜検査、ＢＳＥ検査

（４ 名）

非 常 勤 職 員 （２人役） と畜検査
（と 畜 検 査 員 ３ 名）

非 常 勤 職 員(１ 名） 一般事務
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４ 鳥取県食肉衛生検査所条例
制定：平成12年3月28日(鳥取県条例第16号)

（設 置）
第１条 地方自治法（昭和22年法律第67号）第156条第１項の規定に基づき、と畜検査及びと畜場の衛
生並びにと畜場における食品衛生に関する事務を所掌させるため、鳥取県食肉衛生検査所（以下「検
査所」という。）を西伯郡大山町に設置する。（平１６条例６８・一部改正）

（所管区域）
第２条 検査所の所管区域は、鳥取県の区域とする。

（手数料の徴収）
第３条 検査所において行う業務については、別表に定めるところにより、手数料を徴収する。

（手数料の減免）
第４条 知事は、特別の理由があるときは、規則で定めるところにより、手数料を減免することが
できる。

（規則への委任）
第５条 この条例に定めるもののほか、この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。

附 則（平成１７年条例第１００号）
この条例は、平成１８年４月１日から施行する。

別表（第３条関係）

区 分 金 額

１ と畜場法（昭和28年法律第114号）第14条第１項か
ら第３項まで（同条第４項において準用する場合を含
む。）の規定による検査

（１）病畜以外の獣畜
ア 生後１年未満の牛又は馬
（ア） 生体50キログラム未満 １件につき 200円
（イ） 生体50キログラム以上 １件につき 450円
イ 生後１年以上の牛又は馬 １件につき 900円
ウ 豚 １件につき 420円
エ めん羊又は山羊 １件につき 200円

（２）病畜 １件につき 1,300円

２ 食肉の規格試験
（１）前処理の必要がないもの又は前処理として溶媒に １件につき 3,300円
溶解するものその他これに類する程度の前処理を行な
うもの

（２）（１）以外のもの １件につき 34,100円

３ 食肉の一般試験 １成分につき 3,300円

４ 証明書の発行 １通につき 420円
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５ と畜検査業務フローシート

搬 入

受 付 と畜検査申請 と畜検査申請書の受理・確認、診断書等の確認

生
望 診

体

触診・視診
検

査 そ の 他
と殺禁止

精 微生物検査

解

体 密
血液の性状等観察

前 病理検査
解体禁止

検
検

査

理化学検査
査 全部廃棄

等
一部廃棄

解 頭 部 検 査

体
内 臓 検 査

後 全部廃棄
確定診断陽性 （焼却）

枝 肉 検 査
検

確定診断
査 TSE(BSE) エライザ法 ｳｴｽﾀﾝﾌﾞﾛｯﾄ法

ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査 陽 性 免疫組織化学検査
（牛・めん羊 病理組織検査
・山羊）

(合 格)

検 印

搬 出

異

常

所

見

異

常

所

見

異

常

所

見
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７ 主な検査機械器具

（１）微生物検査

品 名 数量 品 名 数量

メディカルフリーザー １ トランスイルミネーター １

冷凍庫・冷蔵庫 ２ 電気泳動ゲル撮影装置 １

クリーンベンチ １ 遺伝子増幅装置 ２

オート高圧滅菌器 １ 微量高速冷却遠心機 １

高圧蒸気滅菌器 １ 超音波洗浄器 １

ストマッカー ２ アイススライサー １

恒温振盪水槽 １ 実体顕微鏡 １

乾熱滅菌器 ２ 顕 微 鏡 １

インキュベーター １ 蛍光微分干渉顕微鏡 １

電気ふらん機 １ デシケーター １

電気泳動装置 １

（２）病理検査

品 名 数量 品 名 数量

冷凍冷蔵庫 １ 生物顕微鏡 １

小型滑走式ミクロトーム １ ディスカッション顕微鏡 １

ミクロトームホルダーセット １ 電気恒温器 １

ミクロトームクリオスタット １ パラメディカル撮影装置 １

恒温乾燥器 １ 赤外線水分計 １

パラフィン包埋装置 １ スマートティッシュプロセッサー １

インキュベーター １

（３）理化学検査

品 名 数量 品 名 数量

パラメディカルフリーザー １ 純水製造装置 １

冷凍冷蔵庫 １ 振とう機 １

ＰＨメーター １ 臨床用ヘマトクリット遠心機 １

ホモジナイザー ２ 分光光度計 １

ドラフトチャンバー １ 臨床化学自動分析装置 １

多項目自動血球計数装置 １ 電子天秤 １

（４）ＢＳＥ検査

品 名 数量 品 名 数量

冷 蔵 庫 １ マルチビーズショッカー １

メディカルフリーザー １ 卓上細胞破砕器 １

インキュベーター １ 超音波ホモジナイザー １

上皿電子天秤 ２ マイクロプレートリーダー ２

高圧滅菌器 ２ マイクロプレートウオッシャー １

安全キャビネット ２ アルミブロック恒温槽 １

高速マイクロ冷却遠心器 １ プレートインキュベーター １

ロータ １

（５）その他

品 名 数量 品 名 数量

プロジェクター １ 薬品庫 １

カメラ・デジタルカメラ ２



開催月 会 議 名・研 修（講 習 会）名 開 催 地

　４月 平成２７年度第１回食品衛生担当者会議 鳥取市

平成２７年度生活環境部連絡会議 鳥取市

　５月 （株）鳥取県食肉センター畜魂祭 大山町

平成２７年度食品衛生検査施設信頼性確保部門責任者研修会 東京都

全国食肉衛生検査所協議会病理部会第７０回病理研修会 神奈川県

６月 平成２７年度食肉衛生検査研修 埼玉県

　７月 平成２７年度食品衛生担当職員業務研究発表会 鳥取市

平成２７年度フィードバック事業担当者会議 大山町

　 第４９回鳥取県獣医学会 鳥取市

第５８回鳥取県公衆衛生学会 鳥取市

平成２７年度全国食肉衛生検査所長会議及び第５１回全国食肉衛生検査所協議会全
国大会

岡山県

平成２７年度家畜防疫業務に係るリーダー研修会 倉吉市

平成２７年度生活環境部新規採用職員研修 鳥取市

食肉センター作業員衛生講習会 大山町

鳥取大学公衆衛生学実習 大山町

米子南高校生徒実習 大山町

　８月 平成２７年度中国地区食品衛生監視員研究発表会 広島県

倉吉北高校生徒実習 大山町

　９月 平成２７年度全国公衆衛生獣医師協議会全国大会 東京都

１０月 第３３回全国食肉衛生検査協議会理化学部会総会及び研修会 茨城県

第２６回全国食肉衛生検査所協議会中国・四国ブロック会議及び技術研修会 島根県

平成２７年度全国食品衛生監視員研修会 東京都

平成２７年度獣医学術中国地区学会 岡山市

第１１回鳥取県・江原道環境衛生学会 湯梨浜町

平成２７年度第２回食品衛生担当者会議 鳥取市

１１月 全国食肉衛生検査所協議会病理部会及び第７１回病理研修会 相模原市

全国食肉衛生検査所協議会微生物部会第３５回総会・研修会 神奈川県

第３回日本医師会・獣医師会による連携シンポジウム 東京都

１２月 平成２７年度中国地区獣医公衆衛生講習会 島根県

平成２７年度第３回食品衛生担当者会議 鳥取市

倉吉農業高校生徒実習 大山町

　１月 平成２７年度畜産技術業績発表会 鳥取市

平成２７年度食肉衛生技術研修会及び食肉衛生発表会 東京都

　２月 平成２７年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会 秋田県

平成２７年度鳥取県産業動物関係者研修会 倉吉市

３月 平成２７年度家畜衛生推進協議会 米子市

平成２７年度生活環境部実務担当者研修会 倉吉市

－7－

８　主要行事・職員の研修
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９ と畜場概要

（平成28.3.31現在）

名 称 鳥取県食肉センタ－ 処理能力 (日 ) 大動物：60 小動物：550

設 置 者 ㈱鳥取県食肉センタ－ と 殺 方 法 大動物：銃撃 小動物：電撃

管 理 者 ㈱鳥取県食肉センタ－ 冷蔵(冷凍 )庫 枝肉 牛177頭、豚1,095頭

所 在 地 西伯郡大山町小竹1291-1 使 用 水 井戸水

許 可 年 月 日 昭和58年 12月２日 汚物焼却能力 焼却炉 195㎏／時

と 畜 場 区 分 一般と畜場 汚 水 処 理 1,000t/日 活性汚泥法（三次処理）

と 畜 場 番 号 ６ 血液処理装置 有

敷 地 面 積 48,880㎡ 部 分 肉 処 理 有(960㎡ )
施 設

建物構造面積 鉄筋7,502㎡


